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日中科学技術交流協会

第 9回 常任理事会についての報告
7月 9日 ,担 阿学士_‐館で第9回■「型Ⅲ会が

け打かヤした。

1肝 才は次のとおりであった。

(会」t)イ丁 '(ン ,(‖ イiコ号JI)越 ll"一 陀

取一男 」F lll lf郎,lF■ 4古 ,波 辺武lpl,〈昨

■)小川神快,小 ‖j附抑い (44チ)凹H・怖と山よ,

(11材Ⅲ))ルじ後/“ 小沢Hウtr,竹 花功(■

次の市耐8カ 舛`1扱さメ■た。

1 会 になら‖rl和551Ⅲ2(加 3 Ⅲl)い次報竹|ト

とW和 56イ「度 (" 4如 1)」1米「Ы案とが説明

されてホ忍された。

2 鵬 取常1/川11 ,からP4 1」55年 度収支lt外と昭

15 6年 度十抑について計神」な説明がイiなわれ,

承認された。

3 会 長は5月31日から6月 12日にわたる訪Ⅲの

際'中!円国家F学技術委風会,ⅢFlや,学院,中

国十1学技lff協会の各貴任者と多くの問題につぃ

てlll議,意 見交換を■ねられた。その内容 (別

項目参照 )について許柵な FL明が行なわれた。

4 会 上からのその他の報告

(D Ⅲ 国千1学院の打討をうけィ本協会からの推

府によって,陽 会合員,機 械振興協会副会ニ

空田雅男氏,同 じく,日 本電気船特別願岡 森

回iF其氏は最近Ⅲ国を訪れ  「 日本の経済成長

において工礎1学  技 ffの研究が来した役割J

について,各 地で討演を行いFF談会を行なわれ

て帰国さllた。それぞれの話演会には約 30o

人ぐらいの晴女が参加しⅢ座註会にも3o人程
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度の人が出席 し,熱 心な“疑lL答が行なわれた。

中田1,学院はこの討減会の成功を高く評価 し

その記録の印冊1を計画している.

本lll会は両氏にお願いして,雅 4回 tlll結会

の際に,中 田での削減についてヤ「午 していただ

さ,ま た会‖ (本 け)に打村 していただくこと

ができた。口f氏のれコ女F意にlllく感謝 したい。

1い 本 防会の拍作により,中」コからのrl米 ☆

源や llttFl e名が 8ナ1に来出する。また,11■

出m十ヒ学会のイヽ文↓も8月 から911の問に訪日

の予定である。

側 本 71会のⅢ符によつて,北 京工米大学物型

系教員の11■氏が41末に来日,約 一年間,「じ子

前年機rt llJを学打する予定である。々)日は同氏

の在日のHl成から協会への11定キ町金によって

まかなわれるヤ定である。

い IIFT3報道によると,第 1回 日中科学技術 l17

カ委員会が 6月23日,24日 の両日,北 京で開か

れた。日本n↓からは 在 や国大使館の加1藤古・jj

公使を首所代表として,キ1学技 tr庁,農 fl永産,

運輸,文 部,逝 産,外 務,厚 生の4省 と在中国

大使館各部門とから合引17名が参加 し,中 国側

からは,陳 llt国家科学粧術委員会外事局巨1局長

を首席f 表ヽとして 外 交 治 金 農 米 餃 道)

教育,行 生,石 l‐の4部 門。国家農業委員会

,日 大使鯖などから同じく合計17名が参加 した。

会議では 今 までの|1学■術協力 交 流の総に,

科学技術振興の方針,政 策の紹介が行なわれ!
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さらに,計 畳科学,ド 学技術情報,農 業,餃 道

技術,治 金,医 療,実 験動物などに関する協力

問題が討議され,こ れらの話問題については,

自日の状況にもとづぃて,討談を続けることに

なった。

有山会長の訪中協議事項について

1 科 学技術協力協定について

このlLについて,会 長は北京で国家科学Ft術

委員会外事局の映ホ冨町局長と恐註した。これは,

前1記のケ 1回 日Ⅲ‖半It術協力委員会が,日かれ

る以niであったが,中 国n!からはなのよ,な意

見が述べら1■たc

l)会 敵開11には賛成であるが,結 論の山せな

いILなると見友llrの会議であるllJ↑には宏員会

ではなく工作会議とよびたい。

帥 傷 ツJ委員会には老名な学者またはヽ学者数

名のみllをれ出している.

1巾 HI“ 仙いから'こ然するテーマは, エネルギー,

付ヤR科学,Hい ヽキ,|(峡助物,怖 右金属の5

rt Hである。日本lUはT」日用を し はているか,

上記のものが合意に避すれば項11をJMすせれを

もっている。

(なお学イ参かについて, 日本側は村ち,|っ

て各竹と防設するが,中 Pl委鳳会への参加はイ

えら1じるとヵ(唆したとヤヽう情報もある )b

2 中 ヨ1学 院の故組について

会長が周イl11学院ittLH貞 と公誰した際,

今Lplの1学 院改和について次のような説ワJがあ

つた。改■のおらいはヽ学者のi休 性の強化と

院機構の者返りである。従来の討田機関的な性

格を8比度して,f4学者から発設できるようにな

った.5部 門に400人 の学部秀真をおき,そ

の選挙によって29人 の主Prr団を理出すこの主

店ERは2人 の例外を除いて70才以下の人で構成

された。

3 今 後の日中学術友jF

会見はまた 中 国科学院外事局の営奏山氏,

中国千1学技術協会の周将源主F,二 政国際部長

等と今後の日中学術交流に関して会談した。

周培源主席は,政府出交流のチ■ンネルが動

き出しても,そ れとならんで民間のチャンネル

ヽ必 rr不いj欠なことを強前され,ま た本協会が

実地した交流に関するアンケート調査結呆は中

国にも非市に2立 ったして感謝された。

と本 氏 からは,白 空訪中は 下 半党5部 Pl

41回 (3人 ～5人柱FF)をり1年度から'人 れ

可使であること,訪 日祉夕団は年10人～15人IF

度の予定であること, また,学 術文lt夜抗は1

学院図ヤ,蛸が狙!当する,学 術竹‖交流は「可家1

学」却卜1参員会のけIR'F允″子に連絡してはしいこ

と,さ らに, コ係学術lT助竹ヤにについては ,ヽ学

技術協分の受け打ちであるとの仙明があった。

Jt政国際H!止からは,1中Hはいまpl lt期にあ

るので,四 民4i活に関係の深い'F究を鶴先し,

本碓研究の方を11ね1している, しかし,Ft級学

キの人l JttrrL,共同研究を忙■点とし,短 抑J研

m夕もFl祇したい。また,束 京と北京で公互にイF

l～ 2回のシンポジウムを rlくことを=画 して

はどうか,な どの話があった.

さらに,専 PJ家白費訪中.針 灸友流,市 少11

卜1学交lHL図のこ画のHF打]な拘ち合せが行なわれ,

その他,中 英日専P日用語辞 lLの作製,古 代発明

〈伝統技術 )Ff)青夕午理科教え度示会などに

ついても協融を続けることになった。
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第 4回 総合についての報告
7月 25日午後 2時 から,神 田学士会館で第 4回

通常結会が開かれ,26名 (秀任状83名 )の合員が

出席された。

給会は会長を議長に選出し,第 1'議案(PH和

55年 度事業報告,同決算報告),第 あ号議案

く昭和56年度事業計画,同予算)について審議

され,承認された。第3号議案く役員の改選 )で

は,議長から,現監事井上挙成氏が健康上の理由

から辞意を表明されているので,同氏の辞rrを語

め,後 「として,母すの斉LI進六氏を蛇」「に新れ

することがft央され,承認された。また上記の民

動以外,現 役員はもう一翔留任し!そ の間に人員

補充の必要が生じた場合にはその人事を会長に一

任することが承認された。

その後 ,会 長から,協 会のあり方おょび運営に

関しての常任理事会での審議過程,最 近の会長訪

中の諸成果についてIIt明された。

議JI終了後,室 田II男氏と森田正JI氏とから,

Ⅲ国ド1学院の招請による訪Ⅲ誰演 〈第 9回 常任lB

事会報告の項参FS)の 報告が行なわれ,戒 衆にタ

大の感銘を与えた。

日本の産業復興において科学 ・技術の果たした役割

機械振興会副会長

北京における排打{の要肯は下記の近りである。

1 研 究開発の体験を通して

い{イは大学卒米後,前 工竹機械Jl峡"(後 の通

的と非省「米技術暁機械技術研究所 )の研究者と

して半生を送ったが,そ のい'一時す常助あるいは

l「常助として大学の教坤に立 つたこともあり,

公務員生活の最後は世術行政官 (工業Ft行暁支 )

として,迎 と行の技術行政と研究けけ発とを総覧す

るセリにあった。退付後は公布法人の役員 (機nt

振果協会創会長 ltttl研究所長 )として,国 と産

栄界のH叫用に4~営する研究機 llをあすかっている。

これらの種力の立場での研究開発におけるオ欧と

知見を中核として話を進めた。

2 戦 後における産業と科学技llIの発展の概観

まず戦後における日本のと美の発展を国際比較

で示し,生 産および6H出について産業'」構造の推

移をデータを用いて註nltした後, 1945年 から

5年 毎に区切って科学技術の変遷を
一は状勢,利

営技術的要計,関 連重要政策,振 興と,組 織,試

験研究プロジェクト年に三って,経 験を交えなが

ら述べた。芸 1参照。

塵 田 雅 男

3 産 業技術政策の体系

4 tT rF敵会答中に見られる田家口‖や技ffr政策

の日棟を示し,政 策H桝 を出成するための4駈 子

段について例示した後,荘 ☆駐11政策のllx系図に

ついて許細に説明した。茉2参照。

1 機 振法等の役=J

機lFN法から機妃法,機 付法に至る一ltのllk興法

の制定のに続)内 容,運用の賞P.8,産業界の対は

年について説明した。体打|,日情のちがいから,

直試移入は不hi能であろうが,参考にすべき点が

多いとして,参 合者の関心はきわめて高いものが

あった。

5 大 学 研 究機関の役官」

研究を純枠基礎研究 日 的基礎研究,応 jll研究

および開発研究に分け,大 学 (学部 付 『研 )

国公研 (中央 地 方 ),法 人研 (結合 FT発 )お

よび企業 (Ⅲ央 専 円 )におけるIT当の重点につ

いて実情を述べ,ま た研究テーマを生産技術ぅ社

会開発公害争関連lt術,資 源エネルギ
ー関連技lll

および基礎技 lIに四大分類 して,4研 究所の担当

のこ点を述べると大にす大学 研 究機関等と
/L美
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中国科学院にて (81 6 10)

との力力関係. とりわけ市iイに lo llる‐―ズの探

究と後イにおける‐―ズヘの対ltとを村iびつりる

ことのF■味u:と1,抑について述べた。また日本で

は■lFlけJ充におけるT771+の■nlⅢ合が低くぅ民出

A米 における技 Flけ開発がよ米発展に打字すること

が多いにⅢⅢ すヽ研究発末が少ないが!そ の成米は

製品に13いて立証されていることを見逃してはな

らないことを指摘した.

6 工 業技211院の役割   ′

]i業技術17tの成ヤの歴史.機 lVIおよび■共につ

いて述べ,世 FJ戦略の設定,技 術け打発の助成 エ

業標千化,4下 16研究所の役常' 大 型プロジェク

トすサンシ ■イン計m(打 エネルギ )ム ーンラ

イト計画 (台 エネルギ ),国 際,F究協力および筑

tF工業,術 研究センター年について肛要と説IIBし

たち

7 機 械振興協会の役官J

協会成立のに続,士 術研究所 経 済研究所 新

機松システムセンター (後に機祝 システム正興協

会として分離独立 )のIPH成と役骨Jについて述べた。

8 技 llJ開発の長彰

各種の表彰4」度の趣旨と実情について述べ,安

彰された技術の内容から最新の技lI情報と技術助

向が把握できることを指摘した。

9 今 後の技 lT開発戦略

4k略月取として F記をあげた。

O 木 略“新技術の開発

② 独 ,1的なIL術先瑞商品の'日発

O 国 民ニーズに対応する技術の開発

の 資 源エネルギー関連技術のけ出発

o 風 土に合った技術の出〕発

中に取付け日発は略の予定に当って,専 いJ家と,H

,ドJ家の大々の役割,1 A`く テクノロツーアセス

メント), 1 1`1(ll術"は ),コ〕意のrlェなどに

留とすべさことを相加した。

10 技 術開発における国際協力

先,■対の協力,先 うと'1と'出発途上田問のlll tt 13

よびJセ術移は,11米Ⅲ■術院の 11 1`'Pブロジ」ク

ト中について述べた。

×      X      ×

H↓Hlの関係でf‖河tの際行略あるいは価単に述べ

た点は■卍会の際llつた。

Ll川およびヒれでは時間が1,かったので23お

よび1に11点をおいて述べた。

座談会における主なる話題

l l N l l l  F t牛におけるな本引向 実 施討いの設立

の参口者,千 1Lき,実行の手段す武呆争

2 研 究機関におけるテーマの逆定は1日何にして

行われるか

3 研 究成果のPRと 工業化を/1RⅢⅢにして進いる

か

4 研 究所団地化の日的,実 施に当ってのPHH HH点,

実佐後のメリット

5 今 後の技術開発の方向と実施体制

6 較 振協の研究所が小規模でどうして成果を上

げ,るのか

7 共 同研究の実Igにおける管理上の問題点
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8 研 究管理の経験から行た教訓について

9 政 府外却田作のTuF類と活動

10官 学民の協力の実態,技 4rl研究組合等

訪 中 所 感

今回の議演 H誰  対 試 見 学を通 して行られ

た印夕のhll要をのべる。

Tl学技術両における近代化のおくれが,主 とし

て文化大■令と四人れによる空白に表づくという

点は,短 期,Jの兄側によっても首十されるが,そ

れだけでもないようである。気がついた点をこ,

三あげる。

O 岐 後の一時期に行われたソ連の指導が, i国

の近代化にとって適切なものであつたかどうか、

その方向とFlはどうであつたか。

の l■業技釘の■Hl祉造ばかりでなく,下 部lt地,

とりわけ■Ff技術的なインフラストラクチ十
一

のlr築がきめ和かく行われたかどうか。これが

充分に行われなければ光地に大木をおよえるよう

なもので,近代Fx術は育たないのではないかっ

0 縦 イ」,打t ttlNJは1句が狐く,tlの連絡が不充分

ではないか。これでは研究け出発と産栄とのFrび

つきが充分行なわれ帥いのではあるまいか。

日本の経済成長の基とな

中国は古い時代に先進大国であっただけあって

伝前的な技能には驚くべきものがあり,E視 的な

主lfr製品には立派に世界に適用するものが多いが,

徴視的な科学的近代商品においては大きなおくれ

がある。マクロ技術はともかく, ミクロ技pflに対

する認識が生産現場に希薄であるようである。

それから土地が広大な故もあろうが,空 間の幼

率的利用という点で,日 本とは止反対に,き わめ

て大まかであるように思われる。これは仕事の効

率にも大いに影響するのではあるまいか。

しかし今回接した中国の人々が素オトで好ttのも

てる人達ばかりであり,労 13j者は勤勉であり,訴

虚にわれわれの経阪や知識を学ぼうと努力してお

られ, とりわけ中年以上の女174:のFr動と烈心なほ

度にはいの下る思いがした。

われわれの訪Ⅲが,中日の近代化に役立ち, 日

Ⅲ Ⅲt田の友妊にな与することが,H来れヤず紋にヤい

である。

終りに終妨而例を見て〕1いた中fⅢⅢIヤ院のJ‖曽

甘の皆さん,お よび‖介の労をH6とり下さった日

ⅢⅢI学駐lll交流協会の布 会 た ″ヽびに小J4子の方

々に,くお1しを中しに1デる。

った科学技術開発の一実例

日本電甜 特, J 顧間 森 日 正 典

は じ め に

私が今回図らずも '国への誰演訪桐をさせて載

くことになった緑組は次の
T3情がある。

中円千1学院ではⅢ国の現状からして, 日本が岐

後の五廃から急速に復興して今日にこⅢった過程,

特に産業発展の基となったた征 rl発の進め方につ

いて勉強することが有効であるとの観点から,有

山会長に予ねてから適lT者の人選を依頼されてい

,と。

そして,前 工業技術院長の経四氏が前演される

ことになったところ,同 氏は民間側で日本の産業

発展に直結したヽ rr開発の経験者と同時に講師に

加えた方がよいとの伽意見を出されて,前 年メキ

シつでの貿易振興lylJtti性の技術計演会で御
一補

であった I・1縁から“民間lnを代表 したすレでT4がお

供をすることになった次第である。

今回の講撹,H訟 会などは Ⅲ 目■学院におけ

る企体の方向llけを行 う極めて重要な部門である

政策研究室の主任であられる羅偉先生が企画され

たもので,北 京では自ら座長を務められると共に,

空港の送迎から名所 日跡の見学まで御案内を戴き

誠に恐縮した次第であった。

また,北 京に到着■力,科 学院の李昌執行主席
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の御招宴を受け そ の際は結桜な贈物も戴き,そ

のあとにも世外事局ll局長から さ らに杭'‖,上

海で夫々の地区の最高責任者の方々のrl招宴を担

して頂き,有 益な忍II Iの機を得た。さらに,北 京

杭",上 海の三カ所ともに
Ⅲ
紅放
Ⅲ
によるさ迎を

受けるなどぅ誠志に満ちた熱烈鉱迎には全く感Frr

し! Illとかして中国の御役に立つような講嵐をし

たいとの熱忘が湯き出て来たのであつた。

なお,外事局軒部の力と侃君女史は,最 初から最

後まで同行されて加訳の労をとられ 早 期から夜

遅くまで翻訳作業に坊められ,全 く献才的な御協

力をして戴いた。

訪Ⅲ計減旅行記を話すに当って,ますこうした

方″に心からお礼を中し上げたいと思う次第であ

る。

講 演 の 要 旨

わが四が,終 職のあとのあの荒廃の中から立Ji

って,今 日までに成し遂げてきた椛澪復,(と,そ

の' 礎ヽをなした 卜ヽ学技術の発" に々ついては,勿術,

迎所竹をはじめ日本t7/府の折準育成策によるとこ

ろが大きい。しかし, 1本の推lh後典を打|たして

きたのはnl力の氏山企業であり,ま た,技 術の開

発も主として民い)により厳しい試縦を派サ越えて

行われてきたものである。

その意味では,Tl白身の催敗を通して,マ イク

。波通信,価 F通 信の分野について語ることもそ

れなりに有意義であろう七

今日においては こ の分IIでは納入安績からも

技術内容からも十 日本電気は世界第一の地位を占

めるにす」ったが,終 戦直後は
Ⅲゼロ'からの出発

であつた。それで, 日本のFj米復nIの一つの典型

的なflとして,わが社がマイクロ波通信の分野で

辿ってきた過程と発展の原因分析をお話したい。

終戦直後には研究貸も欠乏していて,専 ら米目

等の文献前査を行ったが,そ の後マイクロ波tFB信

の需要が出てきた際に自らの研究開発を進めると

同時に,海外の先進技 llの優れた点は返やかに吸

収しながらも,次 のように4H創的技術の推進に努

めてきた。

例えば高感度受信方式の発IIBは位相検渡負織逮

方式を経て,そ の後デジタルヤイクロ方式にと発

凝した。

また,高 感度方式の応用としての見通し外通信

は,そ の体行星通信方式へと発展したし

さらに,よ ,多 くの情fFをより経済的にかつ碓

実にという通信の理想に向って,通 信踏放は 240

から3600 へ とlL歩し, しかも中継機の大きさ

は 1/60に 小型!化され 消 費宜力は 1/10に と減

少させ,信 Hに は70情にと改章されてきた。

これらの詣年1■のた歩発展は,先 進j/t術をllっ

ていた米国を 1960～
'65年 には追い抜さ,

その後は正にWi界をリ
ードする形で行われた。

日本t気 のマイクロ破'コti機が世界ll場になく

進出できたのは,上 述のように,製 「iが杜 ll的に

優れていることが大きな原閃である。

その成功のい四は機つか放えられる。

まず,iせ力公社はじめ,1内の符意先が加i技術の

邪川に既めてll肛的であったことである。

それと同けに, H ttfじxlの任ヤ方例が,ll技術

け,発を■机して,竹 に他【Lに先行してきたことで

ある。

最後に,大 Llなこととして,技 術,日発部Plと生

産部門との細1撤上及びすじ理 卜のに離が近かったこ

とである.こ れによって,研 究成果は述やかに理

市に適用され,ま た ll市の阿題点は述やかに技術

的な対策を施すことができるからである。

特に,原 価低減,「 慣性向 L年には 上 記二部

Fl間の県密な運繋が重要であると思う.

以上が私の体欧註であるが,国 情のとはあるに

しても,ICかでも中国のお役に立ち行れば記に辛

いであるc

座 談 会 ( 要 旨 )

問 ユ 術導入の対jLに関しての具体的実例を。

合 技 術格とが大きいときには,技 術導入は技術

開発のスピ
ードアップに有効であり,大 いに活

用すべきである。しかし,我 々は単に技術導入
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に頼っていたのではなく,白 社の研究開発も大

いに行っていたからこそ,導 入技術の道やかな

消化吸収ができたのである。

例えば,米 国 lJ T社 の 20 0 0  C  I IのP T M

方式章入の場合,製 造必画の到着前に外観写真

だけで装置の大部分の試作を行いうるだけの技

術力をFtに有 していた。英国のST Cの 超多重

40 0 0  C  H機の導入の場合については,大 阪一

福Wt t L 1 3の F l物導入Ll市に,虹 に東京一 大

阪同練を通信研究所を中心とした田をlt術を党

成していた。

また,t々 公■,の 超多五tL信には導入機は

大阪―― 桁 ll問のみで,そ の後にな設された束

京―仙合
―
札帆回紋以降には,長 別にわたって

日行じ発り↓の発加神ⅢS方式が採 llされた。

このように,「H′批nlの村fl l l  l J採用は,技 術

子の志気を大いにドち"し ,そ の後の優れた殺多

の新取介|を生む“Ⅲ火となった。

なお!技 術Ⅲ入には11当の対“nを払 うことを

忘れてはならない。例えばni初の大lt w一打ボtlい〕

は,1い `多放の機'卜を
一lr , n人したから現物怖

人ができたのであって,Ⅲ 継機 1～ 2台のみを

帖人してそのい倣をすることは1手 が同意 しな

いことは明らかである。

問 研 究開発方式は政府がな定するか,

答 否 , 日本ではll術に関する開発の主体は民間

令米である。このことは,通 所省工業技術院の

統括する研究機関の職員数が 4千人であり,他

有庁の研究機関を加えても 1～ 2万人,1後であ

るのに対 し ヽ いJ企業の技術者は数十万人であ

るからである。

民間企業は,激 しい競争の下で発展するため

に最もntL会の‐一ズに適合するHtl吊を開発すべ

く,各 企業大々の立場で研究開発方4fを決定 し

ている.但 し,民 間企業のみでは長期回又は今

額の資金を要する午の理由から開発困難な問題,

例えばエネルギー問題とか,大 型コンピェ
ータ

ーなどの場合には,政 府からの補助在を受ける

(極めて限定された機種について )こ とがあり,

その場合は当然ly /府の方針に従う。しかし,縮

助金の比重は民間の全研究開発費の 2拷以 ドに

過ぎない。

問 研 究開発機関と製造部門との関係は。

答 技 術の発展速度の速い機種では,研 究開発部

門と製造部P町との1lFpt的及び地理的距離が近い

ことが望ましい。 (社[織的には事業部IWについ

て,地理的には十力工場製造部門に開発技術者

のLh弦例等でIIk明)。

米国でも, IBMは ,中央処理装置も周辺機

器及び半導体も夫力のi力 生産地で研究開発が

行われ ヨ ークタウンのワトツンll究所では基

礎研究が行われているようである。

又,ATTの 例では,ベ ル研究所とWE社 が

組織Ji別会社でれ紙上の口H帥が遠いようである

が,実 際には,マ イクロll加1,機の例では,ぺ

ル研の開発部HⅢⅢとW対 社の叫お部ドJが同じ姓物

のⅢに作としている。この場合は地四!的に郎[の

近さがFn紙の吐をrCり超えている。

間 そ の他に伺ってH`くべきⅢを。

答 'Ⅲ対の中械が, 日本で発次された学朴1術文を

ツト竹によくtlいしておられるのには全くljt"Rし

ている。

しかし,諭 文だけを通してその同のlh 7術を見

ていると 大 学や回S'研究機関争の研究だけが

強前されるおそれがある。というのは,文 いに

はもっともっとうくの,,究が民‖1でなされてい

るが,そ の民凹は論文よりも製品に淡FI nした形

で'■ な研究成果を発表される方が多いことを

充分理解して工きたい。

われわれ民F1 3 H企業の研究者にとっては,ど ん

なに立Jrな論文を発表できても,そ の製品の性

能 原 価 信 頼性が車ければ,そ の研究は先成

したとは言えないのである。

Ⅲ国の官様は,頭 脳は使秀で,人 材及び資源

は当官であるので,実 際の製品の上に研究成果

が発揮されるよう努力されるならば!中 国の工

業が大いなる発展を遂げるのは向連いたいこと

であると信じている。御健闘を熱望する。
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終 り に ( 感 想 )

今回の訪中でます感じたことは,熱烈歓迎とい

うべき 「誠意Jで ある。

また中国の人々がそれぞれ職務に非常に忠実か

つ熱心であると認められた。しかし,そ れにも知

わらず,全体として工業水準が低いことは否めな

V .ヽ

その理由として, 日本では文Ⅲの後道症とか,

縦割り組机と力、 官僚主義による非効率とか言,

表現もあろう.先 方では rrl流るの充服に努めよう

としておられるにといないもしかし“要するに1!

の中の‐―ズに介ったOF究開発が実践されないと

企業は減失させられるほか,まないとい,,舷 しい

現実の白rJ制御作lHが行われないとすれば,そ こ

にこそ問題があるのではなかろうか。

その点について, L海の''究機関は,上 海とい

う]i業拍!市のせいか,ほ 際的な影りを受けている

ためか)比 岐的|【際的なOF先け出発が活たにイナわれ

つつあるような白J夕をイ↓た。

しかし研究 rl発としては,lH当なところまで進

んでいるにもかかわらず,央際の製H のヽ‖質が思

いというギ■ノブを, 1円の細触 地 型 rl条件の

中でどのようにnl決するかは今後の■大な課題で

はなかヽろ,か。

何れにせよぅⅢ国千学院が,Fttll発の方向づけ

を″n何にすべきかを真夕Ⅲに校言↓されつつあること

は結術なことであり)今 回の私どもの招待もその

一環であろうと思う。

業活動の根llSでさえあるが.

中国の10億の人力,豊富な資源を秘める広大な

円■,21世紀をめざす真,」な努力,熱 心なlD の々

研究者走の眼ざしにはいを馳せている。今回の前

済Ellによ,, 日本の民間企業の研究者の体欧の

中から中国にO益 できるものを汲みとつてFHけれ

ば幸こである。

最近の中国科学技術

中国高エネルギー物理学会が発足

〔北京7月 3日発新率社=Ⅲ国通信〕■回高エ

ネルギー物理学会が3日1に式に発足し,物理学者

で1学院Iちエネルギー物理研究所上の住文裕氏が

理Hl長に選出された。

周岩lFP中円奈'学技術吻会主‖は発足大会で,学

会の成立は中コのrtエネルギー物理学の発脱を一

段と促すであろうとあいさつ,加前,F究の強化と

文隣兆地の赴設を強制した。

r l学会は舛 1に会員イヽ安大会で発足をi古 した

もの。大会は6月30日からll北行八徳市でD3かれ

ていた。全国の研究機関と大学の守Pl家.学者.

研究者百人が学TJ交流を行い.34編の学lrJ報告が

山された。大会は4日終了する。

私は,中 国千学院が,わ が国の通所省の地策,

機電法)機 情法等の法合 工 技院のを研究機関の

研究発表等をこれほどまでに■明,許 細に勉強さ

れていることにはまことに驚いた次第である。し

かし, 日本の場合は,民 間企業がそれぞれに 企

業生命を賠けて必死になって新位術の開発と生産

の合理化を行つてきていたという, 日本の民はj企

業の果した役普」を中国において誰が果すことにな

るのであろうか。この緊長と関いのもつ役割は企


